
１　学年・単元名　　第２学年　どうぶつのひみつをみんなでさぐろう

『ビーバーの大工事』（書くこと）　


２　単元目標

○ビーバーやほかの動物に関心をもち、進んで読んだり調べたりしている。　　　　
【関心・意欲・態度】

○大事な言葉や事柄の順序に気をつけながら、ビーバーのダム作りや巣作りの様子を読み取ったり、本を読んだりすることができる。

【読むこと】

○前後の語句や文のつながりに気をつけて、動物の生態についてのクイズの問題と答えを書く
ことができる。【書くこと】

○主語・述語の関係に注意したり、助詞を正しく使ったりしてクイズを書いている。

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】
３　本時の目標　
ビーバーのダム作りが、大変な労力を使い、家族総出で長時間かけて立派なダムを作り上げる様子から、「大工事」であることを読み取り、大事な言葉や文を使って筆者に向けた手紙として書きまとめることができる。（第二次第５時）
４　本時の展開

	学習活動
	指導上の留意点
太字：つまずきに対する手立て
	児童への手立て

	１．前時の学習を振り返り、本時の学習課題を確かめる。

２．学習場面（⑩～⑮段落）を音読し、ビーバーがダムを作る様子を読み取る。
○ダムを作る順序を確かめる。
　①木をくわえたまま水の中へもぐる
　②木を川のそこにさしこむ
　③小えだをつみ上げる
　④石でおもしをする
　⑤どろでしっかりかためる
○ダムを作っているときの様子を確かめる。
「家族のビーバーたちも」
「もぐる時間」：十五分間も
「しごとをする時間」：夕方から夜中まで
　「家族そう出」「しごとをつづけます」
　○できあがったダムの大きさについて確かめる。
　・高さ二メートル
　・長さ四百五十メートル
３．本時の学習をまとめる。
　○筆者に向けた手紙を書く。


４．次時の学習について知る。
	〇本時は、次時のクイズ作りに向けてダムを作る様子を読み取ることを知らせ、「大工事のひみつ」を見つける意欲を高める。

〇課題を意識しながら正しく音読させる。
○「大工事」だとわかるところを本文中から見つけ、線を引かせることにより、自分の考えをもたせる。
○ダムを作る順序を確かめながら、なぜそうしなければいけないのかという理由も考えさせる。
○ダムを作る順序の絵が、本文の叙述通り正しく表現できているか確かめさせることで、流されないための工夫があることに気づかせる。
〇人間が水中で息を止めていられる時間と比べることで、ビーバーが水中でたくさんの仕事を行うためにもぐる時間が長くなっていることに気付かせる。
○「夕方から夜中まで」「家族そう出」について生活経験などと結びつけ、具体的に確かめることで、ダム作りの労力の多さへの気付きを高めさせる。
○川の水をせき止めるりっぱなダムとはどういうものか、具体的な数値を身近なものや距離と結びつけることで、ダムの大きさを実感的に捉えさせる。
○筆者がなぜ題名を「大工事」としたのかを振り返らせ、「見つけたひみつ」を大事な言葉や文を使い、自分の言葉で筆者に伝えるように書きまとめさせる。
○どう書けばいいか分からずつまずいている児童が書けるように、リード文と終わりの文を提示し、「中」の部分を書かせる。
○次時のクイズ作りに生かせるよう、見つけたひみつだけでなく、段落番号も書かせておく。
〇次時は、読み取った内容をもとに、ダム作りのひみつクイズを作ることを知らせる
	※大事な言葉や文を板書の中で明確にすることにより、
その言葉を使って書けばよいことを助言する。


５　見とりのポイント
	評価項目
	Ａ
（十分達成）
	Ｂ
（おおむね達成）
	Ｃ
（要支援）

	ダム作りに労力がかかることを読み取り、まとめている。
	「さしこむ」「つみ上げる」「十五分間もぐる」などの大事な言葉を使い、自分の言葉でまとめている。
	「さしこむ」「つみ上げる」「十五分間もぐる」などの大事な言葉や文を使い、まとめている。
	「さしこむ」「つみ上げる」「十五分間もぐる」などの大事な言葉や文を見つけられない。または、見つけていてもまとめられない。

	家族総出でダム作りを行うことを読み取り、まとめている。
	「家族のビーバーたちも」「家族そう出」という大事な言葉を使い、自分の言葉でまとめている。
	「家族のビーバーたちも」「家族そう出」という大事な言葉や文を使い、まとめている。
	「家族のビーバーたちも」「家族そう出」という大事な言葉や文を見つけられない。または、見つけていてもまとめられない。

	長時間かけてダム作りを行うことを読み取り、まとめている。
	「しごとをつづけます」「夕方から夜中まで」という大事な言葉を使い、自分の言葉でまとめている。
	「しごとをつづけます」「夕方から夜中まで」という大事な言葉や文を使い、まとめている。
	「しごとをつづけます」「夕方から夜中まで」という大事な言葉や文を見つけられない。または、見つけていてもまとめられない。

	作られたダムの大きさについて読み取り、まとめている。
	「高さ二メートル」「長さ四百五十メートル」という大事な言葉を使い、自分の言葉でまとめている。
	「高さ二メートル」「長さ四百五十メートル」という大事な言葉や文を使い、まとめている。
	「高さ二メートル」「長さ四百五十メートル」という大事な言葉や文を見つけられない。または、見つけてもまとめられない。


６　準備物　
　　ワークシート、ビーバーの写真、カード
児童に見られるつまずき


　自分の考えが相手に伝わるよう、順番に気を付けて書くことができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　「見つけたひみつ」を大事な言葉や文を使い、自分の言葉で筆者に伝えるように書きまとめさせる活動を通して、自分の考えが相手に伝わるよう、順番に気を付けて書くことができるようにする





指導事例集ｐ．４７





参考：単元について





参考：板書





ビーバーがダムを作るときの「大工事のひみつ」を見つけよう。





ワークシート③使用





　＜ダムを作るビーバー＞を読んで、なかがわさんがなぜ「大工事」としたか、そのひみつがわかったよ。


なぜかというと、ビーバーは、木をくわえたまま水の中にもぐっていくからです。とてもたいへんな仕事だと思います。⑩


それに、長いときには十五分間も水の中にもぐれるけど、ぼくは二十びょうぐらいしかもぐれません。⑫


しかも、四百五十メートルの長さのダムができるなんてすごいからです。⑮


だから、「大工事」にしたのですね。








